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令
和
３
年
11
月
29
日

　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の

　
状
況
視
察
（
安
平
町
役
場
）

　

平
成
30
年
９
月
に
発
生
し
た
地
震

は
、
安
平
町
で
震
度
６
強
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
発
生
か
ら
30
分
後
に
は
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
職
員

の
動
き
が
速
く
対
応
力
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
た
。
ま
た
死
者
が
一
人
も

い
な
か
っ
た
の
は
、
町
民
の
災
害
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
職
員
の
話
の
中
で
、
民
間
業

者
と
の
提
携
が
重
要
と
言
わ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
支
援
物
資
の
仕
分
け

管
理
を
民
間
宅
配
業
者
に
委
託
し
た

こ
と
。
専
門
業
者
な
の
で
手
際
よ
く

処
理
さ
れ
、
管
理
さ
れ
て
い
た
と
の

こ
と
。
提
携
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

令
和
３
年
11
月
30
日

　
江
別
市
河
川
防
災
セ
ン
タ
ー

　

石
狩
川
と
千
歳
川
の
合
流
地
点
に
あ
り
、

平
成
14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
特
に
、

過
去
の
災
害
で
堤
防
の
決
壊
が
多
か
っ
た
た

め
、
そ
の
関
係
の
資
材
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

備
蓄
土
砂
８
０
０
０
㎥
・
根
固
め
ブ
ロ
ッ

ク
３
ｔ
型
大
型
連
節
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
物
が
置

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
資
材
を
備
蓄
す

る
の
は
大
変
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
過

去
の
災
害
の
す
ご
さ
を
感
じ
た
。
備
蓄
の
仕

方
で
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
の
は
、
大
型
連

節
ブ
ロ
ッ
ク
を
１
５
０
０
枚
地
中
埋
設
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
災
害
時
に
は
重
機
で
掘

り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
土
地
空
間

を
う
ま
く
使
っ
た
備
蓄
の
仕
方
だ
と
思
っ
た
。

令和３年12月13日～15日

　“子どもは未来の宝物”地域を基盤とした子育て
支援ネットワークで民間運営の黒字経営。地域共生
社会づくりで来年度は赤字の介護施設を立て直す。
　子ども目線の施設づくりが人気を呼んでいる。

　特別支援学級、不登校、病欠の生徒にも活用
している。学力アップより、今後を生きる資質
能力の開発が目的である。
　コミュニケーションツールとして使いこなし
てもらいたい。

大分県佐伯市にて、社会福祉法人「子ども未来
ネット弥生」が運営する“弥生こども園”を視
察した。

熊本県熊本市の“市立城東小学校”にてタブ
レット端末を活用した授業を視察した。

とべ議会だより
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